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静岡県内中小企業の
脱炭素化への取組実態と評価

令和4年度 第２回 静岡県企業脱炭素化推進セミナー





ネガ3 ネガ２ ネガ１ ニュートラル ポジ１ ポジ２ ポジ３

（該当数） 88 131 199 282 173 80 56

問１　脱炭素化に対する考え 3,4,5 3,4,5 3,4,5 ― 1,2 1 1

問２　脱炭素化の取組状況 4,5 4,5 すべて ― 1,2,3 1，2 1

問５　CO２排出量算定の取組状況 すべて すべて すべて ― 1,2,3,4 1,2,3 1,2,3

問７　CO2排出量削減の目標設定 すべて すべて すべて ― 1,2 1，2 1

問９　取り組んでいない理由 1,2,6,7 ― ― ― ― ― ―
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人材不足、コスト負担、排出量少などの客観的事実ではなく状況判断的な理由
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(N=654)１．脱炭素取組の全体傾向
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２．企業・事業者にとって「脱炭素化」とは

ビジネス環境の根本的変化に対応する経営戦略

◼ 善行，イメージアップ

◼ エネルギーコストの削減

◼ 社会的責任(CSR)

従来の環境対策の考え方

〇〇〇〇



➢ 1.5℃のパリ協定の目標を達成
可能とするべく、各国は2022
年に国別目標を再検討。

➢ 140カ国以上が2050年カーボ
ンニュートラルを約束。
※中国2060年，インド2070年

⇒ 【日本】2030年目標の再引き
上げを検討→実現せず

➢ 世界の平均気温上昇を産業革命
以前に比べて2℃より十分低く
保ち、1.5℃に抑える努力。

➢ 各国は削減目標を自主表明。
5年ごと更新。

⇒【日本の目標】2021年4月
「2050年カーボンニュートラル宣言」

2030年度、2013年比46％削減

パリ協定・グラスゴー合意と日本の目標



気候関連のリスクと機会

※「気候関連財務情報開示タスクフォースの提言最終報告書」(サステナビリティ日本フォーラム私訳第2版,2017年6月）等を参考に作成

■法規制リスク
炭素税，排出量割当・排出量取引
製品性能規制・使用制限

■テクノロジーリスク
ﾃｸﾉﾛｼﾞｰの進歩に乗り遅れるリスク
既存技術の急速な陳腐化

■市場リスク
エネルギーコストの急激な変化
設備・新技術への投資コストの増大
消費者選好の変化・需要減
資産価値の低下（座礁資産）
労働生産性の低下
取引関係・受注量の減少

■気候被害
生産活動の停止
サプライチェーンの寸断

リスク

■資源エネルギー効率化機会

エネ効率の向上・コスト削減

生産・流通プロセスの効率化

■市場機会

エネルギー調達コストの低減

新たな製品・サービスによる収益増大

消費者選好の変化・需要増

資産価値・市場評価の向上

資金調達の可能性向上

政府の補助金等の利用拡大

新規事業機会の獲得

従業員の満足度向上

■気候レジリエンスの向上

機会（チャンス）
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３．リスクは「官」からではなく「民」から
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⚫【ポジ2】と【ポジ3】の区分の企業の75％は「問10 取引先からの脱炭素

化の取組要請」で「1.既に要請を受けている」「2.今後、要請を受ける可能

性がある」と答えている。

⚫ 一方、【ネガ2】と【ネガ3】では、「1.」はゼロ、「2.」も約30％にとどまっている。



気候関連の財務・経営情報開示排出量や削減戦略を公表

科学的根拠に基づいた削減目標

100％再生可能エネルギー

排出量算定方法
(Scope 3)

非財務情報開示基準を統一化
(国際サステナビリティ基準）

銀行、保険、アセットオーナー、運
用機関等のイニシアティブの連合体



ネガ３ ネガ２ ネガ１ ニュートラル ポジ１ ポジ２ ポジ３

（全体構成比） 13.5% 20.0% 30.4% 43.1% 26.5% 12.2% 8.6% （N＝654）

建設業 6.1% 15.3% 24.5% 32.7% 42.9% 18.4% 14.3% 98

加工組立型製造業 12.2% 17.8% 35.6% 36.7% 27.8% 14.4% 8.9% 90

運輸・物流・エネルギー 5.1% 10.2% 15.3% 59.3% 25.4% 13.6% 8.5% 59

生活関連型製造業 12.9% 19.8% 27.7% 42.6% 29.7% 11.9% 8.9% 101

基礎素材型製造業 15.9% 16.8% 32.7% 39.3% 28.0% 11.2% 5.6% 107

卸売・小売業 18.5% 32.1% 40.7% 44.4% 14.8% 8.6% 8.6% 81

サービス業 19.5% 25.4% 32.2% 51.7% 16.1% 8.5% 5.9% 118
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４．チャンスに敏感な業界は

業種別の脱炭素取組度

⚫建設業: 従業規模が比較的小さい企業でもポジの割合が際立って高い

※新築住宅・建築物へのZEH/ZEB基準の適合義務化（2025年度）⇒LCCMへ進展

「2050年グリーン成長戦略」における成長分野の一つ

丸三工業㈱
久保田建装㈱
スヤマビルドサービス㈱
エコライン㈱
㈱樹
内川工業㈱
㈱大浜中村組
栄㈱



脱炭素によるビジネスチャンスは幅広い分野にある
2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略

⚫今後10年で官民合わせて150兆円超の脱炭素投資

⚫ 20兆円を「GX経済移行債」で調達（首相官邸・GX実行会議）

（出所）経済産業省「グリーン成長戦略（概要）」（https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/ggs/pdf/green_koho_r2.pdf）



ネガ３ ネガ２ ネガ１ ニュートラル ポジ１ ポジ２ ポジ３

（全体構成比） 13.5% 20.0% 30.4% 43.1% 26.5% 12.2% 8.6% （N＝654）

300人以上 5.0% 5.0% 15.0% 27.5% 57.5% 35.0% 27.5% 40

100～299人 6.2% 7.8% 20.2% 45.0% 34.9% 20.2% 10.9% 129

51～99人 14.1% 23.2% 32.2% 45.8% 22.0% 8.5% 6.8% 177

31～50人 17.2% 24.1% 35.3% 43.1% 21.6% 6.0% 4.3% 116

21～30人 15.1% 22.1% 30.2% 52.3% 17.4% 3.5% 3.5% 86

11～20人 25.5% 32.7% 45.5% 20.0% 34.5% 18.2% 14.5% 55

１～10人 11.8% 25.5% 35.3% 51.0% 13.7% 9.8% 5.9% 51

６．経営トップの判断が決定的に重要

企業規模別の脱炭素取組度

⚫従業員11～20人の企業でも100人以上の企業と同比率でポジティブ集団

※ポジ集団の「問3 取り組む理由」vs.ネガ集団の「問9 取り組まない理由」

●経営トップの判断が、すべての取り組みの起点に。



７．ふたたび「脱炭素化」とは

ビジネス環境の根本的変化に対応する経営戦略

⚫経営課題としての「脱炭素」の重要性を理解し、体制を確立する

⚫排出削減に向けた将来のビジネス環境変化を見通す

⚫自社の排出量の現状と今後の見通しを把握する

⚫排出削減のための施策を検討する（短期/中期/長期，優先度）

⚫目標達成のためのロードマップを策定する

⚫取り組みを社内・外のステークホルダーに伝える（コミュニケーション）

※ 環境省「SBT等の達成に向けたGHG排出削減計画策定ガイドブック（2021年度版）」
（https://www.env.go.jp/content/900440894.pdf）を参考にした。

企業脱炭素化支援センター
「人材育成セミナー」（全3回）

〇〇〇〇
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